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矢賀・学区まちづくり委員会 

矢買学区連合町内食 

矢賀学区社会術祉協議会

六

舞の一場面

空
下
矢
賀
学
区
速
合
町
内
会
会
長
の
開 

蠢

世

葺

比

治

山

大

学

建

爾

皆
 

さ
ん
に
よ
る
「
番

蛛

」
の

察

披

露

さ

れ

、
 

「や

が

和

太

萝

ラ

ブ

の

夔

を

労

で

「
八 

岐

大

蛇

安

為

て

賈
•

た
。

V
0
W
H
9
 

令
和
六
年
十
月
五
日
出
矢
賀
小
学
校
体 

育
館
に
て
「
や
が
祭
り
」
が
二
葉
中
学
校
放 

送

部

の

司

童

蓼

醇

壬

た

。

比
治
山
大
学
神
楽
部
の
公
慝
は
、
今
回 

初
め
て
八
岐
大
蛇
が
舞
わ
れ
、
大

蛇

の

號
 

驚

る

動

き

に

感

で

た

と

靠

れ

て

い

ま

今
回
の
行
事
に
は
約
二
五
〇
名
の
慌
が 

あ
り
盛
大
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ 

—
卜
で
は
、
や
が
和
太
辱
ラ
ブ
の
演
奏
は 

迫
力
が
あ
っ
た
。
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
と
、
和 

太
鼓
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
た
方
が
多
く
み 

ら
れS
た
。

行
事
開
償
当
た
っ
て
は
矢
賀
小
学
驚
か 

各
種̂

^

多

大

な

多

を

尊

大

変
 

君
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

矢
賀
学
区
ま
ち
づ
く
り
着
会

篇
62
回 

「な
ご
み0

会
』

日

時

帘
6

年

11
月

22
日
題

10
時
か
ら

12
時 

6

矢

賀

・«

帝
大
ホ
ー
ル 

会
費
・
三
〇
〇
円(

申
込
時
に
徴
収) 

內

容

・

窗

「元
务
す
ご
そ
う

い
つ
ま
で
も!

」 

講
師
ポ
シ
ブ
ル
医
臺
株)

R

広

島

駅

番 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
—
馬

龍

農
 

•

ゲ
ー
ム
・
そ
の
他

申
込
締
切11

月

15
日
働
ま
で
に
、
各
世
話 

人
さ
ん
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ 

(

高
齢
者
生
き
生
き
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
お 

持

ち

の

卷

持

そW

だ
さ
い
。) 

矢
賀
学
・
帰
会̂

^

M

会

長

山

田

正

一
 

世

史

石

本

民

子
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矢賀学区まちづ 

くり委員会のHP

2
日

(B
10
時
〜

東

区

青

籍

健

全

会
 

柬

修

文
化
セ
ン
タ1 

16
日

(+)9 
時

45
分
〜

ふ
れ
愛
・
イ
ン•
や
が
、
幣

 

矢
賀
小
学
校

17
日

(0)9 
時
〜

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

矢

賀

小

学

修

庭

18
日

卸

13
時
〜

映
画
会矢

賀

史

芸

所

24
日

(0)9
時

3〇
分
〜 

イ
ン
ド
ア
モ
ル
ッ
ク 

矢
賀
小
学
校̂

§

毎

曜

日

10
時

30
分
〜 

子̂

E
p

サ
ー
ク
ル

矢
賀
児
童
館

小
学
校
だ
よ
旧

ク
ラ
ブ
蘑

十
月
に
入
り
よ
う
や
く
、
暑

い

話
 

夏
の̂

^

と
、
秋
の

訪
れ

を

聲

る 

こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し 

た
。
十
月
七
日
に
は
後
期
始
業
式
を 

行
い
、
今
眞
も
い
よ
い
よ
後
半
に
入 

りE
た
。

丢
も

票

楽

し
み
に
し
て

い
る
活 

囲
一
つ
に
ク
ラ
ブ̂

あ

り

车
 

四
〜
六
年
生
が
学
年
や
学
級
の
枠
を 

超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
興
味
が
あ 

る

ク

ラ

ブ

に

楽k
 

で
い
ま
す
。

今
年
度
は
卓
球
ク
ラ
ブ
、
ソ
フ
ト
バ
レ 

—
ボ
ー
ル
ク
ラ
プ
・
球
技
ク
ラ
ブ:

ハ 

ソ
コ
ン
ク
ー
フ
ブ
、
イ
ラ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
エ 

作•

手
芸
ク
ラ
ブ
、
震
・
オ
セ
ロ
ク
ラ 

ブ
の
七
つ
の
ク
ラ
プ
に
分
か
れ
て
い
ま 

い
つ
も
ー
苣
生
活
し
て
い
る
友
達 

と

は

違

う

仲

間

と

き

、
こ

れ

ま

衣 

つ
も
と
は
違
う
先
生
た
ち
と
、
い
つ
も 

の
授
業
と
は
ピ

異
な
っ
た
雰
囲
気
の 

中
、
そ

れ

ぞ

れ

の

ま

す

。
 

そ

れ

ぞ

れ

の

て

い

く

中

で

上
の
学

年
が

月
学

年
に
気
を

段 

場
面
や
、
時

に

は

学

齿

差

に

異

な 

く
勝
負
を
挑
み
、
楽
し
ん
で
い
る
場
面 

な
ど
、
 

異

学

茂

要

ら

状

況
 

を

蠶

す

る

こ

と̂

目

J

ろ
の
授
業 

か

ら

有

学

べ

な

い

貴

裏̂

^

し 

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
学
び
や
鉴 

が
、
本
校
の
合
言
葉
「
や
さ
し
い
子
」 

「が
ん
ば
る
子
」
に
も
、
し
っ
か
り
と
影 

E
て
い
る
の
を
节
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
そ
ん
な
に
た
く
さ 

ん
の
時
恩
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
折 

や

つ

る

ク

ラ

ブ

活

甥

時

間

を

多 

く

の

子
ど
も

纂
楽
况
に
し
て

い
ま 

す
。

十
一
月
の•
行
事

5
日
的
避
難
訓
練(

地
震
津
波)

教

育

実

瓮

了 

6
日

明

三

年

焚

学

習
 

(

三
島
食
品•

郷
上̂

§
)  

7
日

(t)
〜8
日
佥

六
年

修
学

旅

行

11
日
卸
ク
ラ
ブ(

四
〜
六
年) 

二
年
校
外
学

習

(

町

賛
) 

12
日

网

四

年

寮

学

習

(

史
跡
巡
り) 

13
日

爾

聾

時

健

康

診

断 

14
日
用
五
年 

嘉
症
サ
ポ
—
夕1

要

畫

座
 

15
日

施

六

年

め

な

で

勇
?
.

、お

参

観

日 

16
日
田
ふ
れ
愛.
イ
ン
・
や
が 

18
日

月

我

19
日

史

日

楽

要

21
日

用

三

年

皇

車

教

室
 

22
日
圖
こ£

安
全
め
日

(

一
斉
下
校) 

26
日
物
四
年

(

観

リ

サa
ル

プ
ラ
ザ•

中
工
場) 

29
日

圈

三

年

人

糖

花

贈

呈

式 

広

島

市

立

矢

賀

・

校

矍

里

本

姜

H
H
0
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未

就

園

児

の

靈

15
日
幽
わ
く
わ
く
ラ
、年
 

(

人

蓄
)

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園

長

岩

本

弥

和

児
陽
だ
よ
旧

秋
の
気
配
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ 

の
頃
、
異

年

後

播

た

ち

と

巻

孑
 

時
間
の
中
で
、
放

課

驚

勇

ラ

ブ

の
 

キ

も

たy

少
し
ず
つ
・V

Q

子
ら 

し

い

成

長

を

星

云

れ

て¥

す
。 

後
期
も
児
童
館
で
心
豊
か
な
経
験 

を
重
ね
、
新
年
度
に
は
お
兄
さ
ん
お 

姉
さ
ん
に
な
っ
た̂

^

し
み
に
運J

 

し

て

思

い

事

。

十

二

月

よ

・

和

七

年

度

利

用

受 

付
が
始
ま
り
ま
す
。
ご
利
用
を
お
考 

え

の

在

児

童

館

へ

お

夏

乾

芝
 

だ
さ
い
。

間
】

一

次

巻

新

一

壟

〜

新

三

重

幼
稚
園
だ
よ
り

嬉
し̂

P

す
」 

残
暑
の
厳

し

い

十

冃

花

壇

に

麥 

K
て
い
る
と
、
す

ぐ

に

套

求

め

て 

2
な
生
き
物
やK

X

メ
、
カ
ラ
ス
も 

や
そ
き
ま
し
た
。
套

ち
-
®
L
2

と 

っ
て
も
今
齿
暑
さ
は
だ
い
ぶ
こ
た
え 

ま
し
た
ね
。

十
話

建®

<
2

向
け
て

あ
ま
り 

の
暑
さ
で
、
ほ
と
ん
ど
外
で
の
練
習
は 

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
か
わ
い
ら
し 

さ
の
中
に
も
真
剣
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る 

姿
に
成
長
を
感
じ
る
運
動
会
と
な
り 

ま
し
た
。
当
日
は
、
お
う
ち
の
人
に
見 

守
ら
れ
褒
め
て
い
た
だ
き, 

昌

に

つ
 

な
が
りE
た
。

か
け
っ
こ
に
リ
レI
、
「は§

ぱ

毯
 

ご
来
賓
の
方
か
ら
も
温
か
い
拍
手
を 

も
ら
っ
て
園
児
は
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
 

吉
児
は
初
め
て

の
運

動
会
最
後
ま 

で

頑

萼

ま

し

た

。

十
一
月
に
は
、
少
し
暑
さ
が
和
ら 

ぎ
、
卷

」
っ
こ
や
サ
ッ
カI
な
ど
の
ボ 

—
ル̂

P

楽

女

ま

す

。
ま
た
、
 

秋 

深

ま

る

園

慝

は

、
母

琳

ぞ

色
 

づ
い
て
ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
貫
て
い
ま 

す
。
葉
の
大
き
さ
美
も
学
ぴ
の
一
つ, 

あ

自

然

物

、
ド
ン
グ
リ
や
松
ぽ
っ
く 

り
を
筷
っ
て
の
遊
び
は
、
試
し
た
り
エ 

夫
し
た
り
す
る
試
行
錯
誤
が
楽
し
い 

で
す
ね
。
ド
ン
グ
リ
別
し
に
ド
ン
グ 

リ

ゴ

マ

倍

、
葉

屏

こ

す

り

だ

し

、
 

幼

稚
園
で

は

伝
鹳
に
售
て

い
る
遊 

び
で
す
。
好

奇

合

・

子

ど

も

の

蛋 

意

応

つ

な

が¥

す
。
好

き

な

・
 

を
を
ぷ
り
行
う
中
で
、
友
達
と
一
緒 

に

相

談

し

て

・

、
相

雷

気

持

ち

に 

も
気
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し 

た
。
「亥
の
子
祭
り
」も
楽
し
み
で
す
。
 

風

箋

・

ず

に

元

気

に

疊

」
しK
 

と
恩¥

す
。

十

一

初

行

事

1
日

働

亥

の

ま

つ

り

貨
 

16B
出
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が

12
貝

日

働

〜

12
月

19
日
爾 

二

次

样

新
一 

新
六一

H
^

2
早

日

働1 2
月

20
日
用

【児
童
館
ま
つ
リ
布
月
19
晶

】 

昌
の
お
陰
で
、
今
並
賑
や
か 

に!8
^

蚤

で

毫

し

た

。
 

ご
男
豪
り
が
と
う
ご
ざ
茎
し
た
。

十

ー

芻

行

事

M
日
・
鶴
〜
オ
セ
ロ
大
会

広
島
市
矢
賀
児
童
馆

008X 2006 ̂0543

&

健
炒
き̂B

P

す

十
一
月
に
入
り
、
寒
さ
が
厳
し
く 

な
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
い
か
が 

お

碧

」
し
で
し
ょ
う
か
。
風

邪

を

装
 

な8
う
、
体
調
に
気
を
つ
け
て
港
」 

し
よ
う
。

み
な
さ
ん
の
周
り
に
は
、
お

ま

ん
 

は
居
ら
れ
ま
す
か?

矢
賀
は
駅
や 

商

業

施

設

に

Jfi
い
便
利
な
地
域
の
た
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ら
れ
ま
す
。

東
区
地
域
支
え
あ
い
課

問
ぎ
な
っ
て
い
ま
す
。

家
族
の
ケ
ア
や
お
手
伝
い
を
す
る 

こ
と
は
民
こ
と
で
す
が
、
過
度
な
負 

担
に
よ
り
学
校
生
活
や
就
業
に
支
障 

が
で
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
周
り
の
大 

人

な

ど

が

理

慝

深

め

、
子
ど
も
逢 

の
負
担
や
異<

に
気
付
く
こ
と
が
大 

切
で
す
。

「あ
のよ

し

か

し

た

ら

薦

を

う 

け
て
い
る
の
か
し
ら
」
「
あ
の
子
っ
て
ヤ 

ン
ダ
ケ
ア
ラ
ー
か
な?

」
と

し

て
 

い
る
方
や
、
出
産
や
子
育
て
に
関
す 

る
お
悩
み
や
疑
問
が
あ
る
方
は
、
東 

区
地
域
支
え
あ
い
課
や
ま
た
は
児
童 

相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談 

は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
相
談 

し
た
人
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

こW
家
庭
セ
ン
タ1 

082̂
568̂
7794 

地

区-
ffl
当
保
健
師

0009X568W/729

め
、
新
し
い
集
合
住
宅
や
戸
建
て
が 

增
え
て
お
り
、
小
さ
な
お?

さ
ん
も 

義

的

多

く

殳

で

菖

れ

ま

す

。
 

そ

ん

な

お

ん

た

ち

を

守

る

た 

め
、
毎
年
十
一
月
は
「オ
レ
ン
ジ
リ
ポ 

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
— 

ン
」
在
っ
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン•

児
童^

5
^
2

止

ヤ
ン
ペ
—
ン 

児
童
虐
其
関
す

る
対
応
件
数
は 

增
加
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も
の
生
命 

が
奪
わ
れ
る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶 

た
ず,

子
ど
も
の
「
命
」
と

「
権

利

」
、
 

「
未
来
」
は
、
社
会
全
体
で
守
ら
な
け 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
「
子
ど
も
虐
待 

の
な
い
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
す
避
動 

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
在
「
児
童
虐 

待
防
止
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
 

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え 

行
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
年 

上

月

は

、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の 

広
報
・
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施 

し
て
い
ま
す
。

」
殴
る•

蹴
る
、
叩 

く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ 

る
、
 

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺

れ

を
 

る
な
ど
。

•

審

暮

:

子
ど
も
へ
の
為
行 

苞

常

行

為

を

見

せ

る

、
ポ
ル
ノ
グ 

ラ
フ
ィ
の
被5̂
^

す
る
な
ど
。
 

•

ネ
グ
レ
ク
ト
「
家
に
閉
じ
込
め
る
、
 

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に 

す
る
、
自
動
昜
中
に
放
置
す
る
、
重 

い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行 

か
な
い
な
ど
。

•

心
理
的
虐
待
二
言
葉
に
よ
る
肴 

し' 

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
恩
の
差
別 

的

段

、
子
ど
も
の
目
の
ル
曇
家
族
に 

対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う(

せ

な

ど

。
 

ヤ
ン!

ア
ラ
—

令
和6
年
度
に
、
「
子
ど
も•

若
者 

音

成

章

推

進

法

」
に
お
い
て
、
「
ヤ
ン 

グ
ケ
ア
ラ
ー
」が
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
—
は•

「
家
族
の
介
護 

そ
の
他
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度 

に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
孑
ど 

も
・
若
者
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童 

虐
待
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
基 

本
的
人
権
を

馨
す

る
深

刻
な

社
会

去
る
八
月
十
八
日
、
矢
賀
一
丁
目 

の
倉
本
秀
子
様
が
ご
逝
き
な
ら
れ 

ま
し
た
。

・あ

度

、
喪
主
の
倉
本
和
幸
様
か
ら 

金
一
封
を

本
倉
ご
寄
付
頂
き
ま
し 

た
。?

お

礼

申

し

上

篁

す

。
 

ご

芳

春

、
町
内
住
民
の
福
祉
の
た 

め
に
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。

矢

賀

学

卷

会

福

祉

聾

会

会
長
山
田
正
一


